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令和 5 年度 

第 1 回耳納市民センター多目的棟管理運営委員会議事録 

○ 日  時：令和５年 6 月２９日（木）午前 10 時～11 時 

○ 場  所：耳納市民センター多目的棟 2 階会議室 

○ 出席委員：深山委員、後藤や委員、宮﨑委員、酒見委員、森光委員、古賀

委員、田中委員、弥永委員、後藤イ委員、佐藤委員、石橋委員、

以上 11 名 

○ 欠席委員：末次委員、以上 1 名 

○ 事 務 局：市民センター担当次長 田中  

耳納市民センター所長 梅田、課長補佐 井手 

指定管理者 （生きがい健康づくり財団） 

課長 主海、多目的棟館長 梶山 

 

委員会の傍聴者なし 

 

【1.開会】 

    新委員の紹介 草野校区まちづくり振興会会長の宮﨑委員の挨拶 

【2.議題】 

(1)令和４年度多目的棟施設の利用状況報告について 

（事務局）別紙資料 1ページ～3ページにより説明 

概要 

 1ページ目の施設ごとの利用状況については、令和 4年度はコロナ禍の影響

がなかったため、利用者数は増加。 

2ページ目の施設別利用人数実績推移では、平成 25年度から過去 10年間の

推移がわかる表とグラフ化したもの。令和 4年度においては新型コロナの終息

には至っていないが開館日数が増加したので利用者も増加している。 

 

 （Ａ委員）グラフの中でトレーニング室の動きだけが他の施設と比べると特

異な動きをしている。他の施設と違う理由は何か。 

 

 （事務局）令和 2年度から指定管理をしているが、前指定管理者の資料を調

査したところ平成 29 年度に利用人数が増加しているのは、トレー

ナーを定期的に入れ指導をしたり、団体の貸出をしたりしていたこ

とが増えた要因と推測している。 
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 （Ｂ委員）図書室の利用者のグラフの伸びが緩やかなのはなぜか。 

      団体活動室とはどんな方が利用されているのか。 

 （事務局）他の図書館はコロナの影響を受けなくなったあと、利用者の伸び

が戻っているが、耳納は他の図書館に比べて利用者の伸びが低い。

理由としては、耳納の近隣の 4校区の人数が少ないことが関係して

いると考えられる。図書事業の充実や広報ＰＲを強化していくこと

を考えている。 

      団体活動室は、地域の老人クラブや子ども会などの団体が資料作

りのため高速印刷機を利用される。特に 3月から 4月が多い。 

（Ｃ委員）登録している団体数は何団体あるか。 

（事務局）20～30団体ある。 

 

（Ｂ委員）図書室は田主丸に行っている。蔵書が多いため。 

（Ｄ委員）田主丸・北野に比べ耳納はスペースが狭いため本が少ない。 

 

（2）令和 4年度多目的棟の自主事業報告について 

（事務局）別紙資料 4ぺージから 14ページを説明 

概要 

 資料 4ぺージから 5ページにかけて自主事業実施報告一覧。全部で 21 

事業。詳細は 6ページから 14ページにて説明。 

 

（3）令和５年度多目的棟の事業計画について 

  （事務局）資料 21ぺージ 

   概要 

令和４年度と大きな変更はないが新しい事業を中心に説明。 

（Ｅ委員）みのう文化祭は具体的には３月の第何日曜か。 

 

（事務局）3月 10日第 2日曜日を予定。理由は 3月には図書室が図書整理

期間があり期間内を考えている。 

 

（Ｅ委員）草野校区では、つばき祭りが以前は第 1 日曜だった。昨年第 1

と第 2 日曜だった。花の咲く具合もあるので今年度は第 2 第 3 日曜で開

催される。日程が一緒だと文化祭に我々が参加しにくい。 

 

（Ｃ委員）山本校区は第 1日曜がウォーキングが開催されている。 
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（Ｆ委員）善導寺も昨年も文化祭とぶつかったので日を動かしていただい

た。 

 

（Ｂ委員）三潴町等から参加されるのは、ラインで募集されたことによる

ものか。良い行事がたくさんあるのに地元の方に知られていない。親御さ

んがみえられないので子どもたちも知らない。小学校でチラシの配布をし

たらどうか。また、一般の方が体育館を借りる方法はなかなか知れ渡って

いない。 

 

（事務局） 

広報くるめに掲載できなくなったこともあり校区の方へは年４回の校区

の広報誌に掲載。小学校でのチラシの配布を今後も行っていきたい。 

今年度は、新しい取り組みとして、久留米市のラインへ募集の依頼をし

ており、クリックすると申込みフォームまで行けるようになっている。 

 

【3.その他】 

  (事務局)委員の方々の任期が今年度満了となる。 

  （事務局）多目的棟施設の修繕についての報告。 

        

 


